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主義のなかから生まれた小説を研究してきた者にとっては撫視できない忠見で   
斎 藤  2  















Thetaskis［…】toidentifytheregimesoftruththatunderwrotesuch   
apoliticaldiscourseandapoliticsthatmadearacial1ycodednotionof  
who could beintimate withwhom－andin what way－a Prlmary   
concernincolonialpolicy．（CRm2）   
この作業は，例えば植民者側から見ると，以下のような問いに答えてゆくこと  
である。  
What didit mean to be“European”fbr colonials who had never set   
footin the Netherlands，England，Or France？How could children   
identify with a Dutch homeland when many spoke Dutch less often 
andwithlesseasethantheydidMalayorJavanese？How丘Ⅹedwas   
thenotionofbeing“European”ifaDutchwomanwhochosetomarry   
a native manCOuldlose herI）utch citizenryrights because ofthat  
desire？（CRm12）   















StateS may be one way of participatingin doing what Foucault  
encouraged－the writing of histories that nourish reversals，  







3   
“Memory－WorkinJava ACautionaryTale WithKarenStrassler”な  
る，いささか奇妙なタイトルの第七草の第一段落において，著者アン・ストー  
ラーであるところの「私」は，第一牽から第六章までの議論を簡潔にまとめて  
ゆく。－ ヨーロッパ人と現地人女性との同棲（concubinage）はオランダ   
















ofthe archives about them．Its t．enor and tentativeness responds to  
DorisSummer’sinjunctionthatscholarsshould“proceedwithcaution”   
in their treatment of colonialnarratives，temPer theirinterpretive   








実践していることが重要なのである。   
この実践は，C毘JPにたびたび出現する「われわれ」という人称代名詞にお  
いて特に顕著である。それは，いわゆる「エディトリアル・ウイ」7 とは言い  
がたい場合がある。   
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旦些queStionsworkedaroundtheseimages：Whatresonancedidthese   
castingshaveinpeople’slives？Whatwasrememberedbythosewhose   
touch，Smell，and gestures were the very objects of such aroused  
recollections？0ver a period of nearly two years，We talked with   
Indonesianwomen andmenwhohadworkedbetween1920s and1950   
s as gardeners，gOfbrs，kitchen helpers，nurSemaids，COOks，   
housekeepers，and watchmenin Dutch colonialhomes．（C研163－   
















The memories they chose to recallpresent a chal1enge 七o two   
PreVailing postcolonialstories．Oneis the popular romance of the  
beloved and nurturing servant that dominatesI）utch memoirs．The  
Otheristhe story ofsubaltern memory as the truth ofthe colonial  
PaSt．Thisprqjectadherestoneither．Insteaditpushestheaccountsof  
fbrmer servantS against these Dutch renderings to explore how the  
dissonanCein their perceptions ofintimacyand a飽ct may unset七1e  
OurCertainties aboutwhatconstitutedthecolonialandhowitfigures   
斎 藤  
inpeople，smemoriestoday．（CRm164，myunderline）  






れわれの確信（ourcertainties）を揺るがすかもしれない。   
さて，この引用で注目したいのは“our certainties”という言葉である。も  




て，201頁以降を詳しく読んでみたい。   
この頁の途中から，“Beyondthe StoriesWeⅥbnttoTell”というタイト  
ルの節が始まる。タイトルの直後に，つぎのような文章が挿入されている。  
IbuI）armo tells us she’s eighty－One．WithdelightIsaythat my  










れはここでの書く主体が「私」＝ストーラーではないことを明示するものだ。   
もう少し引周を続けよう。   
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Ibu Darmo receives usin a smallsitting room behind her grocery   
StOrethatopens onto theroad．We are uncomfbrtable that there are   














はないストーラー，ストラツサー，そしてディアスの三人のことなのである。   
この「われわれ」の瓦解は，次の頁においてさらに顕著になる。  
Weweremadetoknownotonlythatwewereanintrusion，butthat   
therewaslittle pointin apologlZlngfbr ourpresence orefnlSingour   
appreciationhere・InresponsetoAnn，smisplacedefn）rttO findsome   
common groundin notingthat her mother andIbu Darmo are the   
sameage，IbuDarmOhaltsuswithherbluntresponse：以Idon，tknow   






を強めているというわけでもない。少なくともこの引用では，ストラツサーは   






















※ 本稿は，筑波イギリス文学会（2007年8月30日，於：筑波大学）において   
行った口頭発表，「文献解題：Ann Laura Stoler，Carnal助ou）le（なe and  
IT叩erial助wer：RaceandtheInti7nateinColonialRule（UofCalifbrnia   
Press，2002）について」に大幅な加筆修正を加えたものである。  
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うねりとは対極の言葉である。   
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2 中村和恵「なにとして書くのでもいいのだ一口ンブンというブンガク」（『up』   
東京大学出版会， 30：4（342），2001），37頁。  
3「しかし，〔コンラツド『ロード・ジム』についての修士〕論文完成直後の私〔斎   
藤〕は，「政治の美学化」への批判をポストコロニアル批評の文脈でやりとげた，   
そして西洋植民地主義が生み出した文学テクストにおける他者表象をとにかく   
批判することで自分の政治的正しさをアピールできた，というささやかな達成   
感も感じていたと思う。／この達成感はほどなく粉砕された。そして，私は日   
本で英文学を研究する者が英文学テクストにおける他者表象を批判する資格が   
あるのかどうか，考えはじめたのである」（斎藤一『帝国日本の英文学』京都：   
人文書院，2006年，8頁）。なお，この引用文では研究者の倫理の重要性が強調  
されているが，本稿ではその倫理の実戦可能な型式を考察することになる。  
4 中村，39頁。  
5 Ann Laura Stoler，Carnal忍九owledge andImperial助wer：Race and the   
IntimateinColonialRule．UofCalifbrniaI12002．  
6 Ann Laura Stoler，Race aTLd the Education ofDesire：FbucaulねHistory of   
SexualityandtheColoTLia10rdeT・Of77Lings．DukeUP，1995．  
7「これは複数形の「わたしたち」という語を，じつは執筆者である単数の「わた  
し」が縦横に用いるもので，辞書を見ると主に新聞の社説等で用いるものとし   
て説明されている。論文の番き方マニュアルを見ても英語の論文では日本語よ  
りはっきりそのようであるのだが，論文というのは先行研究を「ふまえ」（中略），   
過去の研究の誤りを指摘する，あるいはそこではまだ言われていなかったよう   
なことをいう，という姿勢が定まっている。つまり事実であり真実であるもの，  
しかも他の，過去のことばを蹴散らして事実であり真実であるものを，普遍性   
を匂わせる「我々」が掟示する。こういう姿勢が，ロンプンにはある」（中村，38  
頁）。   
